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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別
ごとに定められたイメージ画像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわ
れる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の集合である子フォルダ名列を求めた上、同じ子
フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を登録した項目
別管理データを作成するステップと、
　変換対象先頭フォルダに格納されている１つのフォルダを、検索対象指定手段を介して
検索対象フォルダとして指定するステップと、
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成するステップと、　　
表上のセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに特定した上、各分類語列ごとに特
定した関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を持つファイル情報
、または、検索対象フォルダのアイコンを該当セルに関係付けた形で、該当の表を表示す
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るステップと、
からなる情報処理装置における方法。
【請求項２】
指定された検索対象フォルダが格納されている親フォルダに係わる第１の子フォルダ名列
から検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した上、第１の子フォルダ名列とその他の子
フォルダ名列とにもとづいて得られる分類語列を、第１の子フォルダ名列がマージされて
いた元の分類語列に代えて該当する項目別管理データに登録する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
分類語を分類語列ごとにまとめて表示する手段を備え、表示されている分類語の中から特
定の指定をおこなった分類語にもとづいて該当する検索対象フォルダを特定する請求項１
、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代表
分類語として対応付ける操作を受け、該当の分類語列である指定分類語列において指定し
た分類語である指定分類語を、該当の代表分類語に関係付けた形で該当の代表分類語によ
って置き換えるステップと、
指定分類語を代表分類語によって置き換えた指定分類語列とその他の分類語列にもとづい
て作成された表データが表わす表上のセルであって、
そのセルについて各分類語列ごとに特定される関連見出し語の集合が、該当のファイル情
報、または、検索対象フォルダの全パス名に対して、該当の代表分類語に関係付けた指定
分類語を介した第２の特定の関係にあるセルを特定し、
特定したセルに該当ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力する請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
１つの分類語列を構成する分類語を、その全パス名を構成するパス名として含まないファ
イル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
該当の分類語列に分類語として追加した特定用語に対応して生成されるセルであって、
追加した特定用語を該当分類語列に所属する関連見出し語とすると共に、残りの各分類語
列ごとに得られる関連見出し語の集合が、該当のファイル情報、または、検索対象フォル
ダの全パス名に対して第１の特定の関係にあるセルに出力する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定した
分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと、
指定した分類語列以外の分類語列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成する
ステップを備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１の表内において第１のセルについて分類語列ごとに定まる第１の関連見出し語の集合
に対して、第２の表内において第２のセルについて分類語列ごとに定まる第２の関連見出
し語の集合を加えた第３の関連見出し語の集合と第１の特定の関係にある全パス名を持つ
ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項１、請求項２、請
求項３、請求項４、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザがキーワードとして選択した分類語を含
む分類語列を、該当の項目管理データにおいて選択された分類語から構成される第１の分
類語列によって置き換えるステップと、
第１の分類語列、ならびに、キーワードが選択されていない、その他の分類語列である第
２の分類語列とを、たがいに区別できる形で配置した表を表わす表データを作成する請求
項１、請求項２、請求項３、請求項４、請求項５に記載の方法。
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【請求項８】
項目別管理データにマージ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォル
ダ全パス名と対応付けるステップと、
表上の各セルについて特定される関連見出し語を、その所属分類語列を特定する分類語列
識別データに対応付けた関連見出し語定義データを作成するステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録
した項目管理データを特定した上、特定した項目管理データに係わる分類語列識別データ
と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応付けた情報属性データを作成するステッ
プとを備え、
得られる情報属性データの集合に対して同じ関連見出し語定義データの集合が特定される
セルに、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを関係付けて出力す
る請求項１、請求項２、請求項３、請求項４、請求項５、請求項６、請求項７に記載の方
法。
【請求項９】
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、子フォルダ名共有フォルダ集合を構成する各親フォルダに係わ
る情報を該当親フォルダごとにまとめて表示するステップと、　
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第1の特定操作によって、該当親
フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの中、指定された上位フォル
ダが直接に格納するフォルダ、またはファイル情報を表示するフォルダ画面を表示するス
テップと、
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第２の特定操作を受けて、該当の
親フォルダを除去した子フォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を、
該当する項目別管理データにおいて該当する元の分類語列に代えて登録し直すステップと
、
除去した親フォルダを含む第２の子フォルダ名共有フォルダ集合を設けた上、第２の子フ
ォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を登録する項目別管理データを
追加するステップと、
を含む請求項１、請求項２、請求項３、請求項４、請求項５、請求項６、請求項７、請求
項８に記載の方法。
【請求項１０】
別に設けたセル内表示方法入力手段を介した指示、または、該当のセル内に出力される検
索対象情報の個数にもとづき、アイコン配置欄内の出力情報の表示方法を、定めた少方法
の中から選択する請求項１、請求項２、請求項３、請求項４、請求項５、請求項６、請求
項７、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別
ごとに定められたイメージ画像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわ
れる情報管理装置であって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力装
置として、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダ
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として直接に格納する子フォルダの名称の集合である子フォルダ名列を求めた上、同じ子
フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を登録した項目
別管理データを作成する手段と、
　変換対象先頭フォルダに格納されている１つのフォルダを、検索対象指定手段を介して
検索対象フォルダとして指定する手段と、
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成する手段と、　　
表上のセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに特定した上、各分類語列ごとに特
定した関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を持つファイル情報
、または、検索対象フォルダのアイコンを該当セルに関係付けた形で、該当の表を表示す
る手段と、
からなる装置。
【請求項１２】
指定された検索対象フォルダが格納されている親フォルダに係わる第１の子フォルダ名列
から検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した上、第１の子フォルダ名列とその他の子
フォルダ名列とにもとづいて得られる分類語列を、第１の子フォルダ名列がマージされて
いた元の分類語列に代えて該当する項目別管理データに登録する請求項１１に記載の装置
。
【請求項１３】
分類語を分類語列ごとにまとめて表示する手段を備え、表示されている分類語の中から特
定の指定をおこなった分類語にもとづいて該当する検索対象フォルダを特定する請求項１
１、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代表
分類語として対応付ける操作を受け、該当の分類語列である指定分類語列において指定し
た分類語である指定分類語を、該当の代表分類語に関係付けた形で該当の代表分類語によ
って置き換える手段と、
指定分類語を代表分類語によって置き換えた指定分類語列とその他の分類語列にもとづい
て作成された表データが表わす表上のセルであって、
そのセルについて各分類語列ごとに特定される関連見出し語の集合が、該当のファイル情
報、または、検索対象フォルダの全パス名に対して、該当の代表分類語に関係付けた指定
分類語を介した第２の特定の関係にあるセルを特定し、
特定したセルに該当ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力する請求
項１１に記載の装置。
【請求項１５】
１つの分類語列を構成する分類語を、その全パス名を構成するパス名として含まないファ
イル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
該当の分類語列に分類語として追加した特定用語に対応して生成されるセルであって、
追加した特定用語を該当分類語列に所属する関連見出し語とすると共に、残りの各分類語
列ごとに得られる関連見出し語の集合が、該当のファイル情報、または、検索対象フォル
ダの全パス名に対して第１の特定の関係にあるセルに出力する請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定した
分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと、
指定した分類語列以外の分類語列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成する
手段を備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
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第１の表内において第１のセルについて分類語列ごとに定まる第１の関連見出し語の集合
に対して、第２の表内において第２のセルについて分類語列ごとに定まる第２の関連見出
し語の集合を加えた第３の関連見出し語の集合と第１の特定の関係にある全パス名を持つ
ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項１１、請求項１２
、請求項１３、請求項１４請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザがキーワードとして選択した分類語を含
む分類語列を、該当の項目管理データにおいて選択された分類語から構成される第１の分
類語列によって置き換える手段と、
第１の分類語列、ならびに、キーワードが選択されていない、その他の分類語列である第
２の分類語列とを、たがいに区別できる形で配置した表を表わす表データを作成する請求
項１１、請求項１２、請求項１３、請求項１４、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
項目別管理データにマージ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォル
ダ全パス名と対応付ける手段と、
表上の各セルについて特定される関連見出し語を、その所属分類語列を特定する分類語列
識別データに対応付けた関連見出し語定義データを作成する手段と、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録
した項目管理データを特定した上、特定した項目管理データに係わる分類語列識別データ
と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応付けた情報属性データを作成する手段と
を備え、
得られる情報属性データの集合に対して同じ関連見出し語定義データの集合が特定される
セルに、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを関係付けて出力す
る請求項１１、請求項１２、請求項１３、請求項１４、請求項１５、請求項１６請求項１
７に記載の装置。
【請求項１９】
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、子フォルダ名共有フォルダ集合を構成する各親フォルダに係わ
る情報を該当親フォルダごとにまとめて表示する手段と、　
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第1の特定操作によって、該当親
フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの中、指定された上位フォル
ダが直接に格納するフォルダ、またはファイル情報を表示するフォルダ画面を表示する手
段と、
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第２の特定操作を受けて、該当の
親フォルダを除去した子フォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を、
該当する項目別管理データにおいて該当する元の分類語列に代えて登録し直す手段と、
除去した親フォルダを含む第２の子フォルダ名共有フォルダ集合を設けた上、第２の子フ
ォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を登録する項目別管理データを
追加する手段と、
を含む請求項１１、請求項１２、請求項１３、請求項１４、請求項１５、請求項１６、請
求項１７、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　別に設けたセル内表示方法入力手段を介した指示、または、該当のセル内に出力される
検索対象情報の個数にもとづき、アイコン配置欄内の出力情報の表示方法を、定めた方法
の中から選択する請求項１１、請求項１２、請求項１３、請求項１４、請求項１５、請求
項１６、請求項１７、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納



(6) JP 2016-197427 A5 2017.3.23

され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別
ごとに定められたイメージ画像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわ
れる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の集合である子フォルダ名列を求めた上、同じ子
フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を登録した項目
別管理データを作成するステップと、
　変換対象先頭フォルダに格納されている１つのフォルダを、検索対象指定手段を介して
検索対象フォルダとして指定するステップと、
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成するステップと、　　
表上のセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに特定した上、各分類語列ごとに特
定した関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を持つファイル情報
、または、検索対象フォルダのアイコンを該当セルに関係付けた形で、該当の表を表示す
るステップと、
からなる情報処理装置における方法をコンピュータによって実現させるための制御プログ
ラム。
【請求項２２】
指定された検索対象フォルダが格納されている親フォルダに係わる第１の子フォルダ名列
から検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した上、第１の子フォルダ名列とその他の子
フォルダ名列とにもとづいて得られる分類語列を、第１の子フォルダ名列がマージされて
いた元の分類語列に代えて該当する項目別管理データに登録する請求項２１に記載の方法
をコンピュータによって実現させるための制御プログラム。
【請求項２３】
分類語を分類語列ごとにまとめて表示する手段を備え、表示されている分類語の中から特
定の指定をおこなった分類語にもとづいて該当する検索対象フォルダを特定する請求項２
１、請求項２２に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラム。
【請求項２４】
１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代表
分類語として対応付ける操作を受け、該当の分類語列である指定分類語列において指定し
た分類語である指定分類語を、該当の代表分類語に関係付けた形で該当の代表分類語によ
って置き換えるステップと、
指定分類語を代表分類語によって置き換えた指定分類語列とその他の分類語列にもとづい
て作成された表データが表わす表上のセルであって、
そのセルについて各分類語列ごとに特定される関連見出し語の集合が、該当のファイル情
報、または、検索対象フォルダの全パス名に対して、該当の代表分類語に関係付けた指定
分類語を介した第２の特定の関係にあるセルを特定し、
特定したセルに該当ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力する請求
項２１に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラム。
【請求項２５】
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１つの分類語列を構成する分類語を、その全パス名を構成するパス名として含まないファ
イル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
該当の分類語列に分類語として追加した特定用語に対応して生成されるセルであって、
追加した特定用語を該当分類語列に所属する関連見出し語とすると共に、残りの各分類語
列ごとに得られる関連見出し語の集合が、該当のファイル情報、または、検索対象フォル
ダの全パス名に対して第１の特定の関係にあるセルに出力する請求項２１に記載の方法を
コンピュータによって実現させるための制御プログラム。
【請求項２６】
項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定した
分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと、
指定した分類語列以外の分類語列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成する
ステップを備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１の表内において第１のセルについて分類語列ごとに定まる第１の関連見出し語の集合
に対して、第２の表内において第２のセルについて分類語列ごとに定まる第２の関連見出
し語の集合を加えた第３の関連見出し語の集合と第１の特定の関係にある全パス名を持つ
ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項２１、請求項２２
、請求項２３、請求項２４、請求項２５に記載の方法をコンピュータによって実現させる
ための制御プログラム。
【請求項２７】
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザがキーワードとして選択した分類語を含
む分類語列を、該当の項目管理データにおいて選択された分類語から構成される第１の分
類語列によって置き換えるステップと、
第１の分類語列、ならびに、キーワードが選択されていない、その他の分類語列である第
２の分類語列とを、たがいに区別できる形で配置した表を表わす表データを作成する請求
項２１、請求項２２、請求項２３、請求項２４、請求項２５に記載の方法をコンピュータ
によって実現させるための制御プログラム。
【請求項２８】
項目別管理データにマージ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォル
ダ全パス名と対応付けるステップと、
表上の各セルについて特定される関連見出し語を、その所属分類語列を特定する分類語列
識別データに対応付けた関連見出し語定義データを作成するステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録
した項目管理データを特定した上、特定した項目管理データに係わる分類語列識別データ
と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応付けた情報属性データを作成するステッ
プとを備え、
得られる情報属性データの集合に対して同じ関連見出し語定義データの集合が特定される
セルに、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを関係付けて出力す
る請求項２１、請求項２２、請求項２３、請求項２４、請求項２５、請求項２６、請求項
２７に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラム。
【請求項２９】
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、子フォルダ名共有フォルダ集合を構成する各親フォルダに係わ
る情報を該当親フォルダごとにまとめて表示するステップと、　
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第1の特定操作によって、該当親
フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの中、指定された上位フォル
ダが直接に格納するフォルダ、またはファイル情報を表示するフォルダ画面を表示するス
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テップと、
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第２の特定操作を受けて、該当の
親フォルダを除去した子フォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を、
該当する項目別管理データにおいて該当する元の分類語列に代えて登録し直すステップと
、
除去した親フォルダを含む第２の子フォルダ名共有フォルダ集合を設けた上、第２の子フ
ォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を登録する項目別管理データを
追加するステップと、
を含む請求項２１、請求項２２、請求項２３、請求項２４、請求項２５、請求項２６、請
求項２７、請求項２８に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログ
ラム。
【請求項３０】
　別に設けたセル内表示方法入力手段を介した指示、または、該当のセル内に出力される
検索対象情報の個数にもとづき、アイコン配置欄内の出力情報の表示方法を、定めた方法
の中から選択する請求項２１、請求項２２、請求項２３、請求項２４、請求項２５、請求
項２６、請求項２７、請求項２８に記載の方法をコンピュータによって実現させるための
制御プログラム。
【請求項３１】
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別
ごとに定められたイメージ画像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわ
れる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の集合である子フォルダ名列を求めた上、同じ子
フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を登録した項目
別管理データを作成するステップと、
　変換対象先頭フォルダに格納されている１つのフォルダを、検索対象指定手段を介して
検索対象フォルダとして指定するステップと、
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成するステップと、　　
表上のセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに特定した上、各分類語列ごとに特
定した関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を持つファイル情報
、または、検索対象フォルダのアイコンを該当セルに関係付けた形で、該当の表を表示す
るステップと、
からなる情報処理装置における方法をコンピュータによって実現させるための制御プログ
ラムを格納した記憶媒体。
【請求項３２】
指定された検索対象フォルダが格納されている親フォルダに係わる第１の子フォルダ名列
から検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した上、第１の子フォルダ名列とその他の子
フォルダ名列とにもとづいて得られる分類語列を、第１の子フォルダ名列がマージされて
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いた元の分類語列に代えて該当する項目別管理データに登録する請求項３１に記載の方法
をコンピュータによって実現させるための制御プログラムを格納した記憶媒体。
【請求項３３】
分類語を分類語列ごとにまとめて表示する手段を備え、表示されている分類語の中から特
定の指定をおこなった分類語にもとづいて該当する検索対象フォルダを特定する請求項３
１、請求項３２に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラムを
格納した記憶媒体。
【請求項３４】
１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代表
分類語として対応付ける操作を受け、該当の分類語列である指定分類語列において指定し
た分類語である指定分類語を、該当の代表分類語に関係付けた形で該当の代表分類語によ
って置き換えるステップと、
指定分類語を代表分類語によって置き換えた指定分類語列とその他の分類語列にもとづい
て作成された表データが表わす表上のセルであって、
そのセルについて各分類語列ごとに特定される関連見出し語の集合が、該当のファイル情
報、または、検索対象フォルダの全パス名に対して、該当の代表分類語に関係付けた指定
分類語を介した第２の特定の関係にあるセルを特定し、
特定したセルに該当ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力する請求
項３１に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラムを格納した
記憶媒体。
【請求項３５】
１つの分類語列を構成する分類語を、その全パス名を構成するパス名として含まないファ
イル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
該当の分類語列に分類語として追加した特定用語に対応して生成されるセルであって、
追加した特定用語を該当分類語列に所属する関連見出し語とすると共に、残りの各分類語
列ごとに得られる関連見出し語の集合が、該当のファイル情報、または、検索対象フォル
ダの全パス名に対して第１の特定の関係にあるセルに出力する請求項３１に記載の方法を
コンピュータによって実現させるための制御プログラムを格納した記憶媒体。
【請求項３６】
項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定した
分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと、
指定した分類語列以外の分類語列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成する
ステップを備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１の表内において第１のセルについて分類語列ごとに定まる第１の関連見出し語の集合
に対して、第２の表内において第２のセルについて分類語列ごとに定まる第２の関連見出
し語の集合を加えた第３の関連見出し語の集合と第１の特定の関係にある全パス名を持つ
ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力する請求項３１、請求項３２
、請求項３３、請求項３４、請求項３５に記載の方法をコンピュータによって実現させる
ための制御プログラムを格納した記憶媒体。
【請求項３７】
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザがキーワードとして選択した分類語を含
む分類語列を、該当の項目管理データにおいて選択された分類語から構成される第１の分
類語列によって置き換えるステップと、
第１の分類語列、ならびに、キーワードが選択されていない、その他の分類語列である第
２の分類語列とを、たがいに区別できる形で配置した表を表わす表データを作成する請求
項３１、請求項３２、請求項３３、請求項３４、請求項３５に記載の方法をコンピュータ
によって実現させるための制御プログラムを格納した記憶媒体。
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【請求項３８】
項目別管理データにマージ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォル
ダ全パス名と対応付けるステップと、
表上の各セルについて特定される関連見出し語を、その所属分類語列を特定する分類語列
識別データに対応付けた関連見出し語定義データを作成するステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録
した項目管理データを特定した上、特定した項目管理データに係わる分類語列識別データ
と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応付けた情報属性データを作成するステッ
プとを備え、
得られる情報属性データの集合に対して同じ関連見出し語定義データの集合が特定される
セルに、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを関係付けて出力す
る請求項３１、請求項３２、請求項３３、請求項３４、請求項３５、請求項３６、請求項
３７に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログラムを格納した記
憶媒体。
【請求項３９】
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、子フォルダ名共有フォルダ集合を構成する各親フォルダに係わ
る情報を該当親フォルダごとにまとめて表示するステップと、　
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第1の特定操作によって、該当親
フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの中、指定された上位フォル
ダが直接に格納するフォルダ、またはファイル情報を表示するフォルダ画面を表示するス
テップと、
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第２の特定操作を受けて、該当の
親フォルダを除去した子フォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を、
該当する項目別管理データにおいて該当する元の分類語列に代えて登録し直すステップと
、
除去した親フォルダを含む第２の子フォルダ名共有フォルダ集合を設けた上、第２の子フ
ォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を登録する項目別管理データを
追加するステップと、
を含む請求項３１、請求項３２、請求項３３、請求項３４、請求項３５、請求項３６、請
求項３７、請求項３８に記載の方法をコンピュータによって実現させるための制御プログ
ラムを格納した記憶媒体。
【請求項４０】
　別に設けたセル内表示方法入力手段を介した指示、または、該当のセル内に出力される
検索対象情報の個数にもとづき、アイコン配置欄内の出力情報の表示方法を、定めた少方
法の中から選択する請求項３１、請求項３２、請求項３３、請求項３４、請求項３５、請
求項３６、請求項３７、請求項３８に記載の方法をコンピュータによって実現させるため
の制御プログラムを格納した記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
上記の目的を達成するために、請求項１に記載の発明による情報処理装置における方法は
、
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
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ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別
ごとに定められたイメージ画像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわ
れる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の集合である子フォルダ名列を求めた上、同じ子
フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を登録した項目
別管理データを作成するステップと、
　変換対象先頭フォルダに格納されている１つのフォルダを、検索対象指定手段を介して
検索対象フォルダとして指定するステップと、
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成するステップと、　　
表上のセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに特定した上、各分類語列ごとに特
定した関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を持つファイル情報
、または、検索対象フォルダのアイコンを該当セルに関係付けた形で、該当の表を表示す
るステップと、
からなることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
請求項２に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１に記載の方法におい
て、
指定された検索対象フォルダが格納されている親フォルダに係わる第１の子フォルダ名列
から検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した上、第１の子フォルダ名列とその他の子
フォルダ名列とにもとづいて得られる分類語列を、第１の子フォルダ名列がマージされて
いた元の分類語列に代えて該当する項目別管理データに登録することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
請求項３に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１、請求項２に記載の
方法において、　　　　
分類語を分類語列ごとにまとめて表示する手段を備え、表示されている分類語の中から特
定の指定をおこなった分類語にもとづいて該当する検索対象フォルダを特定することを特
徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
請求項４に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１に記載の方法におい
て、　
１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代表
分類語として対応付ける操作を受け、該当の分類語列である指定分類語列において指定し
た分類語である指定分類語を、該当の代表分類語に関係付けた形で該当の代表分類語によ
って置き換えるステップと、
指定分類語を代表分類語によって置き換えた指定分類語列とその他の分類語列にもとづい
て作成された表データが表わす表上のセルであって、
そのセルについて各分類語列ごとに特定される関連見出し語の集合が、該当のファイル情
報、または、検索対象フォルダの全パス名に対して、該当の代表分類語に関係付けた指定
分類語を介した第２の特定の関係にあるセルを特定し、
特定したセルに該当ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力すること
を特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　請求項５に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１に記載の方法にお
いて、　
１つの分類語列を構成する分類語を、その全パス名を構成するパス名として含まないファ
イル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
該当の分類語列に分類語として追加した特定用語に対応して生成されるセルであって、
追加した特定用語を該当分類語列に所属する関連見出し語とすると共に、残りの各分類語
列ごとに得られる関連見出し語の集合が、該当のファイル情報、または、検索対象フォル
ダの全パス名に対して第１の特定の関係にあるセルに出力することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
請求項６に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１、請求項２、請求項
３、請求項４、請求項５に記載の方法において、　
項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定した
分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと、
指定した分類語列以外の分類語列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成する
ステップを備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１の表内において第１のセルについて分類語列ごとに定まる第１の関連見出し語の集合
に対して、第２の表内において第２のセルについて分類語列ごとに定まる第２の関連見出
し語の集合を加えた第３の関連見出し語の集合と第１の特定の関係にある全パス名を持つ
ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　請求項７に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１、請求項２、請求
項３、請求項４、請求項５に記載の方法において、
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザがキーワードとして選択した分類語を含
む分類語列を、該当の項目管理データにおいて選択された分類語から構成される第１の分
類語列によって置き換えるステップと、
第１の分類語列、ならびに、キーワードが選択されていない、その他の分類語列である第
２の分類語列とを、たがいに区別できる形で配置した表を表わす表データを作成すること
を特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
請求項８に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１、請求項２、請求項
３、請求項４、請求項５、請求項６、請求項７に記載の方法において、　
項目別管理データにマージ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォル
ダ全パス名と対応付けるステップと、
表上の各セルについて特定される関連見出し語を、その所属分類語列を特定する分類語列
識別データに対応付けた関連見出し語定義データを作成するステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録
した項目管理データを特定した上、特定した項目管理データに係わる分類語列識別データ
と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応付けた情報属性データを作成するステッ
プとを備え、
得られる情報属性データの集合に対して同じ関連見出し語定義データの集合が特定される
セルに、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを関係付けて出力す
ることを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
請求項９に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１、請求項２、請求項
３、請求項４、請求項５、請求項６、請求項７、請求項８に記載の方法において、
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、子フォルダ名共有フォルダ集合を構成する各親フォルダに係わ
る情報を該当親フォルダごとにまとめて表示するステップと、　
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第1の特定操作によって、該当親
フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの中、指定された上位フォル
ダが直接に格納するフォルダ、またはファイル情報を表示するフォルダ画面を表示するス
テップと、
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第２の特定操作を受けて、該当の
親フォルダを除去した子フォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を、
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該当する項目別管理データにおいて該当する元の分類語列に代えて登録し直すステップと
、
除去した親フォルダを含む第２の子フォルダ名共有フォルダ集合を設けた上、第２の子フ
ォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を登録する項目別管理データを
追加するステップと、
を含むことを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
請求項１０に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１、請求項２、請求
項３、請求項４、請求項５、請求項６、請求項７、請求項８において、別に設けたセル内
表示方法入力手段を介した指示、または、該当のセル内に出力される検索対象情報の個数
にもとづき、アイコン配置欄内の出力情報の表示方法を、定めた方法の中から選択するこ
とを特徴とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
上記の目的を達成するために、請求項１１に記載の発明による情報処理装置における方法
は、アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに
格納され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォル
ダとして格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別
ごとに定められたイメージ画像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわ
れる情報管理装置であって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力装
置として、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の集合である子フォルダ名列を求めた上、同じ子
フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を登録した項目
別管理データを作成する手段と、
　変換対象先頭フォルダに格納されている１つのフォルダを、検索対象指定手段を介して
検索対象フォルダとして指定する手段と、
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成する手段と、　　
表上のセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに特定した上、各分類語列ごとに特
定した関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を持つファイル情報
、または、検索対象フォルダのアイコンを該当セルに関係付けた形で、該当の表を表示す
る手段と、
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からなることを特徴とする。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
請求項１２に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１１に記載の方法に
おいて、
指定された検索対象フォルダが格納されている親フォルダに係わる第１の子フォルダ名列
から検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した上、第１の子フォルダ名列とその他の子
フォルダ名列とにもとづいて得られる分類語列を、第１の子フォルダ名列がマージされて
いた元の分類語列に代えて該当する項目別管理データに登録することを特徴とする。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
請求項１３に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１１、請求項１２に
記載の方法において、　
分類語を分類語列ごとにまとめて表示する手段を備え、表示されている分類語の中から特
定の指定をおこなった分類語にもとづいて該当する検索対象フォルダを特定することを特
徴とする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
請求項１４に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１１に記載の方法に
おいて、　
１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代表
分類語として対応付ける操作を受け、該当の分類語列である指定分類語列において指定し
た分類語である指定分類語を、該当の代表分類語に関係付けた形で該当の代表分類語によ
って置き換える手段と、
指定分類語を代表分類語によって置き換えた指定分類語列とその他の分類語列にもとづい
て作成された表データが表わす表上のセルであって、
そのセルについて各分類語列ごとに特定される関連見出し語の集合が、該当のファイル情
報、または、検索対象フォルダの全パス名に対して、該当の代表分類語に関係付けた指定
分類語を介した第２の特定の関係にあるセルを特定し、
特定したセルに該当ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力すること
を特徴とする。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
請求項１５に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１１に記載の方法に
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おいて、
１つの分類語列を構成する分類語を、その全パス名を構成するパス名として含まないファ
イル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
該当の分類語列に分類語として追加した特定用語に対応して生成されるセルであって、
追加した特定用語を該当分類語列に所属する関連見出し語とすると共に、残りの各分類語
列ごとに得られる関連見出し語の集合が、該当のファイル情報、または、検索対象フォル
ダの全パス名に対して第１の特定の関係にあるセルに出力することを特徴とする。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
請求項１６に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１１、請求項１２、
請求項１３、請求項１４、請求項１５に記載の方法において、　
項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定した
分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと、
指定した分類語列以外の分類語列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成する
手段を備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１の表内において第１のセルについて分類語列ごとに定まる第１の関連見出し語の集合
に対して、第２の表内において第２のセルについて分類語列ごとに定まる第２の関連見出
し語の集合を加えた第３の関連見出し語の集合と第１の特定の関係にある全パス名を持つ
ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
請求項１７に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１１、請求項１２、
請求項１３、請求項１４、請求項１０に記載の方法において、　
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザがキーワードとして選択した分類語を含
む分類語列を、該当の項目管理データにおいて選択された分類語から構成される第１の分
類語列によって置き換える手段と、
第１の分類語列、ならびに、キーワードが選択されていない、その他の分類語列である第
２の分類語列とを、たがいに区別できる形で配置した表を表わす表データを作成すること
を特徴とする。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
請求項１８に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１１、請求項１２、
請求項１３、請求項１４、請求項１５、請求項１６、請求項１７に記載の方法において、
　　　
項目別管理データにマージ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォル
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ダ全パス名と対応付ける手段と、
表上の各セルについて特定される関連見出し語を、その所属分類語列を特定する分類語列
識別データに対応付けた関連見出し語定義データを作成する手段と、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録
した項目管理データを特定した上、特定した項目管理データに係わる分類語列識別データ
と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応付けた情報属性データを作成する手段と
を備え、
得られる情報属性データの集合に対して同じ関連見出し語定義データの集合が特定される
セルに、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを関係付けて出力す
ることを特徴とする。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
請求項１９に記載の発明による情報処理装置における方法は、請求項１１、請求項１２、
請求項１３、請求項１４、請求項１５、請求項１６、請求項１７請求項１８に記載の方法
において、　　
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、子フォルダ名共有フォルダ集合を構成する各親フォルダに係わ
る情報を該当親フォルダごとにまとめて表示する手段と、　
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第1の特定操作によって、該当親
フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの中、指定された上位フォル
ダが直接に格納するフォルダ、またはファイル情報を表示するフォルダ画面を表示する手
段と、
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第２の特定操作を受けて、該当の
親フォルダを除去した子フォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を、
該当する項目別管理データにおいて該当する元の分類語列に代えて登録し直す手段と、
除去した親フォルダを含む第２の子フォルダ名共有フォルダ集合を設けた上、第２の子フ
ォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を登録する項目別管理データを
追加する手段と、
を含むことを特徴とする。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　請求項２０に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現
させるための制御プログラムは、請求項１１、請求項１２、請求項１３、請求項１４、請
求項１５、請求項１６、請求項１７請求項１８において、別に設けたセル内表示方法入力
手段を介した指示、または、該当のセル内に出力される検索対象情報の個数にもとづき、
アイコン配置欄内の出力情報の表示方法を、定めた方法の中から選択することを特徴とす
る。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３７】
上記の目的を達成するために、請求項２１に記載の発明による情報処理装置における方法
をコンピュータによって実現させるための制御プログラムは、
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別
ごとに定められたイメージ画像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわ
れる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダ
として直接に格納する子フォルダの名称の集合である子フォルダ名列を求めた上、同じ子
フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を登録した項目
別管理データを作成するステップと、
　変換対象先頭フォルダに格納されている１つのフォルダを、検索対象指定手段を介して
検索対象フォルダとして指定するステップと、
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成するステップと、　　
表上のセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに特定した上、各分類語列ごとに特
定した関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を持つファイル情報
、または、検索対象フォルダのアイコンを該当セルに関係付けた形で、該当の表を表示す
るステップと、
からなることを特徴とする。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
請求項２２に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラムは、請求項２１に記載の方法において、　　
指定された検索対象フォルダが格納されている親フォルダに係わる第１の子フォルダ名列
から検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した上、第１の子フォルダ名列とその他の子
フォルダ名列とにもとづいて得られる分類語列を、第１の子フォルダ名列がマージされて
いた元の分類語列に代えて該当する項目別管理データに登録することを特徴とする。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
請求項２３に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
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せるための制御プログラムは、請求項２１、請求項２２に記載の方法において、　　
分類語を分類語列ごとにまとめて表示する手段を備え、表示されている分類語の中から特
定の指定をおこなった分類語にもとづいて該当する検索対象フォルダを特定することを特
徴とする。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
請求項２４に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラムは、請求項２１に記載の方法において、
１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代表
分類語として対応付ける操作を受け、該当の分類語列である指定分類語列において指定し
た分類語である指定分類語を、該当の代表分類語に関係付けた形で該当の代表分類語によ
って置き換えるステップと、
指定分類語を代表分類語によって置き換えた指定分類語列とその他の分類語列にもとづい
て作成された表データが表わす表上のセルであって、
そのセルについて各分類語列ごとに特定される関連見出し語の集合が、該当のファイル情
報、または、検索対象フォルダの全パス名に対して、該当の代表分類語に関係付けた指定
分類語を介した第２の特定の関係にあるセルを特定し、
特定したセルに該当ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力すること
を特徴とする。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
請求項２５に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラムは、請求項２１に記載の方法において、
１つの分類語列を構成する分類語を、その全パス名を構成するパス名として含まないファ
イル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
該当の分類語列に分類語として追加した特定用語に対応して生成されるセルであって、
追加した特定用語を該当分類語列に所属する関連見出し語とすると共に、残りの各分類語
列ごとに得られる関連見出し語の集合が、該当のファイル情報、または、検索対象フォル
ダの全パス名に対して第１の特定の関係にあるセルに出力することを特徴とする。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
請求項２６に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラムは、
請求項２１、請求項２２、請求項２３、請求項２４、請求項２５に記載の方法において
項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定した
分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと、
指定した分類語列以外の分類語列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成する
ステップを備え、
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表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１の表内において第１のセルについて分類語列ごとに定まる第１の関連見出し語の集合
に対して、第２の表内において第２のセルについて分類語列ごとに定まる第２の関連見出
し語の集合を加えた第３の関連見出し語の集合と第１の特定の関係にある全パス名を持つ
ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
請求項２７に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラムは、請求項２１、請求項２２、請求項２３、請求項２４、請求
項２５に記載の方法において、
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
表示したキーワード選択手段上において、ユーザがキーワードとして選択した分類語を含
む分類語列を、該当の項目管理データにおいて選択された分類語から構成される第１の分
類語列によって置き換えるステップと、
第１の分類語列、ならびに、キーワードが選択されていない、その他の分類語列である第
２の分類語列とを、たがいに区別できる形で配置した表を表わす表データを作成すること
を特徴とする。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
請求項２８に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラムは、請求項２１、請求項２２、請求項２３、請求項２４、請求
項２５、請求項２６請求項２７に記載の方法において、
項目別管理データにマージ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォル
ダ全パス名と対応付けるステップと、
表上の各セルについて特定される関連見出し語を、その所属分類語列を特定する分類語列
識別データに対応付けた関連見出し語定義データを作成するステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録
した項目管理データを特定した上、特定した項目管理データに係わる分類語列識別データ
と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応付けた情報属性データを作成するステッ
プとを備え、
得られる情報属性データの集合に対して同じ関連見出し語定義データの集合が特定される
セルに、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを関係付けて出力す
ることを特徴とする。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
請求項２９に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
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せるための制御プログラムは、請求項２１、請求項２２、請求項２３、請求項２４、請求
項２５、請求項２６、請求項２７、請求項２８に記載の方法において、
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、子フォルダ名共有フォルダ集合を構成する各親フォルダに係わ
る情報を該当親フォルダごとにまとめて表示するステップと、　
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第1の特定操作によって、該当親
フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの中、指定された上位フォル
ダが直接に格納するフォルダ、またはファイル情報を表示するフォルダ画面を表示するス
テップと、
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第２の特定操作を受けて、該当の
親フォルダを除去した子フォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を、
該当する項目別管理データにおいて該当する元の分類語列に代えて登録し直すステップと
、
除去した親フォルダを含む第２の子フォルダ名共有フォルダ集合を設けた上、第２の子フ
ォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を登録する項目別管理データを
追加するステップと、
を含むことを特徴とする。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
請求項３０に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラムは、請求項２１、請求項２２、請求項２３、請求項２４、請求
項２５、請求項２６、請求項２７、請求項２８に記載の方法において、別に設けたセル内
表示方法入力手段を介した指示、または、該当のセル内に出力される検索対象情報の個数
にもとづき、アイコン配置欄内の出力情報の表示方法を、定めた方法の中から選択するこ
とを特徴とする。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
上記の目的を達成するために、請求項３１に記載の発明による情報処理装置における方法
をコンピュータによって実現させるための制御プログラム格納した記憶媒体は、
アプリケーションが作成する情報であるファイル情報は、装置が用意するフォルダに格納
され、フォルダは、１つのフォルダが別のフォルダである親フォルダの中に子フォルダと
して格納されることが繰り返される階層構造の形で管理された上、　　　
ファイル情報とフォルダからなる情報の特定は、格納される各フォルダの名称であるパス
名と自身の名称を、階層構造において占める順序に従って特定の方法によって連結した全
パス名によっておこなわれ、情報に対する管理操作は、情報ごとに作成され、情報の種別
ごとに定められたイメージ画像であるアイコンに対する装置画面上の操作としておこなわ
れる情報管理装置にあって、
　情報のアイコンを配置する矩形であるセルがマトリクス状に配置され、その外部にセル
に配置される情報を特徴付ける分類語が見出し語として配置される表上への情報の出力方
法であって、
　装置内に保存されている１つのフォルダを変換対象先頭フォルダとして指定する操作を
受けて、指定したフォルダに格納される各フォルダについて、そのフォルダが親フォルダ
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として直接に格納する子フォルダの名称の集合である子フォルダ名列を求めた上、同じ子
フォルダの名称を共有する子フォルダ名列をマージして得られる分類語列を登録した項目
別管理データを作成するステップと、
　変換対象先頭フォルダに格納されている１つのフォルダを、検索対象指定手段を介して
検索対象フォルダとして指定するステップと、
　項目別管理データに登録した分類語列を構成するフォルダ名称である分類語を、所属す
る分類語列ごとにまとめた所定の方法に従って表上に見出し語として配置した表を表わす
表データを作成するステップと、　　
表上のセルについて、そのセルに対して特定位置に配置されている見出し語として定まる
関連見出し語を表上に配置されている各分類語列ごとに特定した上、各分類語列ごとに特
定した関連見出し語の集合に対して第１の特定の関係にある全パス名を持つファイル情報
、または、検索対象フォルダのアイコンを該当セルに関係付けた形で、該当の表を表示す
るステップと、
からなることを特徴とする。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
請求項３２に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラム格納した記憶媒体は、請求項３１に記載の方法において、
指定された検索対象フォルダが格納されている親フォルダに係わる第１の子フォルダ名列
から検索対象フォルダのフォルダ名称を除去した上、第１の子フォルダ名列とその他の子
フォルダ名列とにもとづいて得られる分類語列を、第１の子フォルダ名列がマージされて
いた元の分類語列に代えて該当する項目別管理データに登録することを特徴とする。
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
請求項３３に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラム格納した記憶媒体は、請求項３１、請求項３２に記載の方法に
おいて、
分類語を分類語列ごとにまとめて表示する手段を備え、表示されている分類語の中から特
定の指定をおこなった分類語にもとづいて該当する検索対象フォルダを特定することを特
徴とする。
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
請求項３４に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラム格納した記憶媒体は、請求項３１に記載の方法において、
１つの分類語列に含まれる分類語に対して代表語対応付け手段を介して１つの名称を代表
分類語として対応付ける操作を受け、該当の分類語列である指定分類語列において指定し
た分類語である指定分類語を、該当の代表分類語に関係付けた形で該当の代表分類語によ
って置き換えるステップと、
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指定分類語を代表分類語によって置き換えた指定分類語列とその他の分類語列にもとづい
て作成された表データが表わす表上のセルであって、
そのセルについて各分類語列ごとに特定される関連見出し語の集合が、該当のファイル情
報、または、検索対象フォルダの全パス名に対して、該当の代表分類語に関係付けた指定
分類語を介した第２の特定の関係にあるセルを特定し、
特定したセルに該当ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力すること
を特徴とする。
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
請求項３５に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラム格納した記憶媒体は、請求項３１に記載の方法において、
１つの分類語列を構成する分類語を、その全パス名を構成するパス名として含まないファ
イル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを、
該当の分類語列に分類語として追加した特定用語に対応して生成されるセルであって、
追加した特定用語を該当分類語列に所属する関連見出し語とすると共に、残りの各分類語
列ごとに得られる関連見出し語の集合が、該当のファイル情報、または、検索対象フォル
ダの全パス名に対して第１の特定の関係にあるセルに出力することを特徴とする。
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
請求項３６に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラム格納した記憶媒体は、請求項３１、請求項３２、請求項３３、
請求項３４、請求項３５に記載の方法において、
項目別管理データに管理されている分類語列の中から分類語列指定手段を介して指定した
分類語列を配置した第１の表を表わす第１の表データと、
指定した分類語列以外の分類語列を配置した第２の表を表わす第２の表データを作成する
ステップを備え、
表示されている第1の表上の1つのセルである第１のセルに対して特定指示を与えることに
よって表示される第２の表上の1つのセルである第２のセル内に、
第１の表内において第１のセルについて分類語列ごとに定まる第１の関連見出し語の集合
に対して、第２の表内において第２のセルについて分類語列ごとに定まる第２の関連見出
し語の集合を加えた第３の関連見出し語の集合と第１の特定の関係にある全パス名を持つ
ファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを出力することを特徴とする。
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
請求項３７に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラム格納した記憶媒体は、請求項３１、請求項３２、請求項３３、
請求項３４、請求項３５に記載の方法において、
項目別管理データに登録した分類語列を構成する各分類語を、分類語列ごとに分けた形で
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表示したキーワード選択手段上において、ユーザがキーワードとして選択した分類語を含
む分類語列を、該当の項目管理データにおいて選択された分類語から構成される第１の分
類語列によって置き換えるステップと、
第１の分類語列、ならびに、キーワードが選択されていない、その他の分類語列である第
２の分類語列とを、たがいに区別できる形で配置した表を表わす表データを作成すること
を特徴とする。
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
請求項３８に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラム格納した記憶媒体は、請求項３１、請求項３２、請求項３３、
請求項３４、請求項３５、請求項３６、請求項３７に記載の方法において、
項目別管理データにマージ元の各子フォルダ名列の親フォルダの全パス名である親フォル
ダ全パス名と対応付けるステップと、
表上の各セルについて特定される関連見出し語を、その所属分類語列を特定する分類語列
識別データに対応付けた関連見出し語定義データを作成するステップと、
１つのファイル情報、または、検索対象フォルダを格納する階層上位のフォルダである上
位フォルダの各々について、その親フォルダの全パス名と同じ親フォルダ全パス名を登録
した項目管理データを特定した上、特定した項目管理データに係わる分類語列識別データ
と該当する上位フォルダのフォルダ名称とを対応付けた情報属性データを作成するステッ
プとを備え、
得られる情報属性データの集合に対して同じ関連見出し語定義データの集合が特定される
セルに、該当のファイル情報、または、検索対象フォルダのアイコンを関係付けて出力す
ることを特徴とする。
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
請求項３９に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラム格納した記憶媒体は、請求項３１、請求項３２、請求項３３、
請求項３４、請求項３５、請求項３６、請求項３７、請求項３８に記載の方法において、
　同じ名称のフォルダを子フォルダとして共有する親フォルダの集合である子フォルダ名
共有フォルダ集合ごとに、子フォルダ名共有フォルダ集合を構成する各親フォルダに係わ
る情報を該当親フォルダごとにまとめて表示するステップと、　
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第1の特定操作によって、該当親
フォルダを格納する階層上位のフォルダである上位フォルダの中、指定された上位フォル
ダが直接に格納するフォルダ、またはファイル情報を表示するフォルダ画面を表示するス
テップと、
表示されている１つの親フォルダに係わる情報に対する第２の特定操作を受けて、該当の
親フォルダを除去した子フォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を、
該当する項目別管理データにおいて該当する元の分類語列に代えて登録し直すステップと
、
除去した親フォルダを含む第２の子フォルダ名共有フォルダ集合を設けた上、第２の子フ
ォルダ名共有フォルダ集合に基づいて作成される分類語列を登録する項目別管理データを
追加するステップと、
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を含むことを特徴とする。
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
請求項４０に記載の発明による情報処理装置における方法をコンピュータによって実現さ
せるための制御プログラム格納した記憶媒体は、請求項３１、請求項３２、請求項３３、
請求項３４、請求項３５、請求項３６、請求項３７、請求項３８に記載の方法において、
別に設けたセル内表示方法入力手段を介した指示、または、該当のセル内に出力される検
索対象情報の個数にもとづき、アイコン配置欄内の出力情報の表示方法を、定めた方法の
中から選択することを特徴とする。
【手続補正４２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００６４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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